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固
定
資
産
税
の
縦
覧
及
び
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。
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版
画
の
中
で
も
身
近
な
存
在
で

親
し
み
を
覚
え
る
木
版
画
。
し
っ

と
り
と
し
た
情
感
が
私
た
ち
の
心

情
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
と
同
時

に
、
そ
こ
に
は
日
本
の
伝
統
美
が

見
出
さ
れ
ま
す
。

　

慣
れ
親
し
ん
で
い
る
木
版
画
の

世
界
に
つ
い
て
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
問
い
直
し
、
現
代
美
術
へ

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

□□問問
��
��
��
��
��
��
��
��
��

「「
伝伝
統統
木木
版版
かか
らら現現

代代
へへ
」」
展展

－－
受受
けけ
つつ
がが
れれ
てて
ゆゆ
くく
技技
とと
美美－－

企
画
で
す
。

　

展
示
作
品
は
約
１
５
０
点
。

会
期
３
月　

日
（
土
）
〜
４
月
５

１４

日
（
日
）

※
月
曜
日
休
館
。

開
館
時
間
平
日
＝
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時
（
入
館
は
４
時　

分
ま

３０

で
）
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
＝
午

前　

時
〜
午
後
５
時　

分
（
入
館

１０

３０

は
５
時
ま
で
）

費
一
般
４
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
２
０
０
円
、　

歳
以
上
２
０
０

６５

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
３
月　

日
）
は
無
料
。

１４

関
連
催
事

【
日
曜
日
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

の
日
！
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解

説
】

　

観
覧
券
を
ご
用
意
の
う
え
、
２

階
展
示
室
入
り
口
に
お
い
で
下
さ

い
。

日
会
期
中
の
日
曜
日
午
後
２
時
か

ら
、
時
間
は　

分
程
度

４０

【
美
術
館
で
語
り
あ
お
う
〜
ト
ー

ク
フ
リ
ー
デ
ー
】

　

作
品
を
巡
る
会
話
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
も
気
兼
ね
な
く
ど
う
ぞ
。

日
３
月　

日
を
除
く
水
・
土
曜
日

１４

同
時
開
催

【
自
然
の
賜
物
・
鳥
の
王
国－

オ
ー
デ
ュ
ボ
ン
「
ア
メ
リ
カ
の
鳥

類
」
】

会
期
４
月
５
日
（
日
）
ま
で

場
同
館
常
設
展
示
室

公公
開開
制制
作作

版版
画画
のの
作作
りり
方方
／／

シシ
ルル
クク
スス
クク
リリ
ーー
ンン

　

描
い
た
タ
ッ
チ
を
そ
の
ま
ま
活

か
せ
る
魅
力
的
な
版
画
で
す
。

対
初
心
者

日
４
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
〜

１４

４
時　

分
３０

場
同
館
版
画
工
房

内
単
色
作
品
の
制
作

定
６
人
（
抽
選
）
、
抽
選
結
果
は

３
月　

日
以
降
に
同
館
で
確
認
で

２４

き
ま
す
。　

費
１
２
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
電
話
番
号
・
年
齢
（
任
意
）
を

書
き
３
月　

日
ま
で
に
町
田
市
コ

２１

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５

６
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ル5

6
5
6
@
m
a

c
h
id
a
.c
a
ll

‐ce
n
te
r.jp

）
へ
。

　

版
画
の
ほ
か
に
染
物
に
も
使
わ

れ
て
い
る
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を

紹
介
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
３
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
４
時　

分
（
時
間
中
入
退
室

３０

自
由
）

場
同
館
１
階
ア
ト
リ
エ

内
版
の
制
作
手
順
や
刷
り
方
、
表

現
に
つ
い
て
（
解
説
、
実
演
）

講
刷
り
師
・
石
田
了
一
氏

定　

人
（
先
着
順
）

５０

まちだ市民大学ＨＡＴＳまちだ市民大学ＨＡＴＳ
２００９年度２００９年度

通年通年・・前期前期講座受講生募講座受講生募集集

　

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民

が
創
造
的
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
文
化
の
創
造
に
主
体
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
各
種
の
講
座
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

��
����

��
��
��

��
��
��

　

今
回
募
集
す
る
講
座
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
講
師
な
ど
詳
し
い

講
座
の
内
容
は
募
集
案
内
の
冊

子
、
３
月　

日
に
発
行
さ
れ
る

２１

「
ま
ち
だ
の
教
育
」
ま
た
は
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

　

募
集
案
内
の
冊
子
は
、
市
役
所

本
庁
舎
、
森
野
分
庁
舎
、
各
図
書

館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市

の
主
な
施
設
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

◇

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
、

毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な
事
情
を

除
く
）
な
方
。
「
環
境
に
や
さ
し

い
陶
芸
入
門
講
座
」
は
初
め
て
の

受
講
の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

「
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
」
講
座
は
、

応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
受

講
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

申
募
集
案
内
添
付
の
専
用
往
復
ハ

ガ
キ
ま
た
は
市
販
の
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
す
る
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
差
し
支
え
が
な

い
範
囲
で
年
代
・
職
業
を
明
記

し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い

て
、
４
月
６
日
ま
で
（
必
着
）
に

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒

　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

－

１９４

３３

　

、
森
野
分
庁
舎
内
）
へ
。

１０※
申
込
み
は
、
全
講
座
の
中
か

ら
、
１
講
座
の
み
を
選
択
し
、
１

人
１
通
の
申
し
込
み
と
し
ま
す
。

重
複
し
た
講
座
の
申
し
込
み
及
び

受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

し
込
み
者
本
人
の
受
講
に
限
り
ま

す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

費
「
ま
ち
だ
の
福
祉
」
講
座
と

「
ま
ち
だ 

d
e

 

エ
コ
・
ツ
ア
ー

２
０
０
９
！
」
講
座
は
１
０
０
０

円
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
電
動
ロ

ク
ロ
体
験
講
座
」
は
４
０
０
０

円
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸
入

門
講
座
」
は
１
万
５
０
０
０
円
、

そ
の
他
の
講
座
は
３
０
０
０
円

※
そ
の
他
別
途
費
用
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
ま
ち
だ
市
民
大
学
��
７
２
９
・

１
１
９
５

鑑賞講座鑑賞講座

����������������
��������������������
��������	��������	��������

　

美
人
画
の
名
手
、
伊
東
深
水

や
明
治
の
歌
麿
と
い
わ
れ
た
山

本
昇
雲
、
風
景
画
の
川
瀬
巴
水

ら
の
作
品
を
、
ガ
ラ
ス
越
し
で

は
な
く
直
に
み
て
、
学
芸
員
の

解
説
と
と
も
に
楽
し
む
鑑
賞
講

座
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

日
３
月　

日
（
祝
）
午
前
の
部

２０

＝　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

（　

時
か
ら
受
付
）
、
午
後
の

１０
部
＝
２
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

（
２
時
か
ら
受
付
）

場
小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
第
１
会

議
室

※
マ
ス
ク
も
し
く
は
ハ
ン
カ
チ

を
お
持
ち
下
さ
い
。

問
国
際
版
画
美
術
館
��
７
２
６

・
０
８
６
０

まちだ市民大学ＨＡＴＳ　募集講座一覧
日　　　程内　　　容講　座　名

４月２６日から１２月６日の間で全
１３回、すべて日曜日

小野路地域ほか市内各フィールドでの自
然観察など、多摩丘陵の自然に親しみな
がら野外学習を行います。

「多摩丘陵の自然入
門」

４月２５日から１２月５日まで、
選ぶコースによって日程が変わ
ります（短期コースもありま
す）。

市内福祉施設での体験学習や合同講義を
通して町田の福祉を学びます。体験学習
は「花の郷」「福音の家」「大賀藕絲
館」「清風園」の４コースから選びま
す。大賀藕絲館コースでは紅花摘みなど
の体験もあります。

「まちだの福祉」

５月９日から７月２６日まで、選
ぶコースによって日程が変わり
ます。

みどり・水・ごみの問題に取り組む団体
等の活動を実際に体験する講座です。Ａ
（みどり）コース、Ｂ（水・ごみ）コー
スの２コースです。Ａ（みどり）コース
では学生たちと共に森の楽しさを感じる
笹刈り体験！

「まちだ　ｄｅ　エコ
・ツアー　２００９！」
ここからはじめる　
エコ・アクション

４月２１日から６月３０日までの間
で全１０回、すべて火曜日

健康ウォーキングや阿波踊りなど身体
を動かすきっかけづくりに参加しまし
ょう。

「心と体の元気学」
健康な身体づくりを
始めましょう

４月２２日から７月１５日までの間
で全１０回、すべて水曜日

サブプライムローンから始まった不況の
現状などの諸問題について学び、市民の
課題を考えます。

「まちだ市民国際
学」グローバル不況
と人々の暮らし

４月２１日から７月１４日までの間
で全１２回、１回を除きすべて火
曜日

町田市はどんな町か、町田の歴史を学ぶ
ための入門的な講座です（初めての方優
先）。

「町田の郷土史Ⅰ」
縄文から近世まで

４月１５日から７月２９日の間で全
９回、すべて水曜日

抹茶茶碗など手びねりで作品づくりを行
います（初めての方のみ）。

「環境にやさしい陶
芸入門講座」

４月コース：
　４月１８日、２５日、７月５日 
５月コース：
　５月１６日、２３日、７月５日 
６月コース：
　６月６日、１３日、７月５日

電動ロクロで作品づくりとお茶会を行い
ます。マイ抹茶茶碗づくりなど。

「環境にやさしい電
動ロクロ体験講座」
ｅｃｏ陶芸とお茶の
コラボ

５月８日から７月１７日の間で全
１１回、２回を除きすべて金曜日

「周産期医療からのメッセージ」など、
いのちをめぐる諸問題について、人権と
生命倫理の視点から学びます。

「人間科学」－現代
の「生老病死」と向
き合う－

川瀬巴水「東京二十景」の内　矢口　１９２８年

野
津
田
公
園
で
の
野
外
学
習

福祉施設で体験学習中です

伊東深水「新美人十二姿」の内　口紅
１９２２年　当館蔵

リリ
トト
ググ
ララ
フフ

一一
日日
教教
室室


